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　今回の水産コラムは「ヒラメ」です。紀北町でも定置網漁業などで水揚
げされています。70㎝程度までが多いですが、大きいものは 1ｍ近いものも
いるそうです。平たい楕円形をしており、左右の目が体の左側についてい
るのが特徴です。このことから、左ヒラメに右カレイといわれます。両目
がある表側は濃い褐色をしていますが、周囲に合わせて体表の色を保護色
に変化させることができます。普段は水深が浅い砂地に身を隠し、小魚や
甲殻類を捕食します。
　淡泊な白身がおいしいヒラメは、刺し身、煮つけなどで食べられる高級
魚です。初夏にかけて産卵のため接岸するので、この時期にまとまって水
揚げされます。お店などで見かけたら天然のヒラメをぜひ食べてみてはい
かがでしょうか。

目次 / 今月の表紙 / 水産コラム 
しごとカードインタビュー
新型コロナウイルス関連のおしらせ
紀北町犯罪被害者等支援制度について /
給付金の手続きについて / 行政報告会中
止のおしらせ
令和 4 年度予算
役場の職員配置と新規採用職員の紹介
「住宅リフォーム補助金」募集
木造住宅の耐震化補助制度、解体工事補
助制度について
狂犬病予防注射と犬の正しい飼い方について
全国ごみ不法投棄監視ウィークとごみ減
量・リサイクル推進週間 / 令和 4 年度脳
ドック検診のおしらせ
地域おこし協力隊募集 / 町民アナウン
サー募集
高齢ドライバーの皆さまへ運転免許証
の自主返納について
各種表彰受賞
Kihoku Playback
くらしの情報
けんこうの広場
図書室だより
戸籍の窓
にじいろスマイル
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広報きほく 5 月号

C O N T E N T S

水産コラム 　 F i s h e r i e s  c o l u m n

今月の表紙 　 F r o n t  c o v e r  

ヒラメ
223vol.vol.

広報きほく 5 月号 ～ Content s ～

紀伊長島幼稚園で入園式が行われました。16 名の園

児は名前を呼ばれると元気に返事をし、1年間通う教

室や園庭の遊具に目を輝かせていました。

入園式

だえん
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「紀北町にはどんな仕事があるの？」「地元の人たちはどんな働き方をしているのだろう？」
そんな若い世代の人たちの問いに答えようと、しごとカードインタビューは紀北町にある
仕事や紀北町でいきいきと働いている人たちを紹介しています。

あなた にとって ‟ 仕事 ”とは。

取材、写真／本庁企画課問い合わせ／本庁企画課　℡（46）3113

海洋ゴム株式会社

      川 畑   啓 さん

「仕事は家族を支えるために最もたいせつ
なこと」
自分が働けるのは家族の支えがあってこそです。自分、家族、会社、
それぞれに支え合って回っていると思います。
高校時代の寮生活で紀北町の良さが改めてわかったという川畑さ
ん。仕事やボランティア活動でどんな喜びを感じているのか…

かわばた　　　 けい

こ の 町 を 誇 り に 思 う よ う に な っ た 。

地域おこし協力隊
地域おこし協力隊

豊川が地元の人たちに
豊川が地元の人たちに

インタビュー！インタビュー！

インタビューの
続きはこちら！

「 スタッフから『作業がやりやすくなった』と言われること 」
　工程改善に取り組んでいるので、改善した結果の良い反応を直接聞くこ
とができるとうれしいですね。

あなたの仕事の喜びは？

森林組合おわせ  ⼭林作業員

      出 ⼝   真 由 さん

「でっかい木を倒すのは気持ちがいいんです
よ！」
山の斜面での作業はしんどいですが、下まで降りた時「やっ
と降りてきたー！」という達成感があります。
伊勢市出身の出口さん。どんなきっかけで紀北町に移住し
女性では珍しい「山林作業員」になったのか…

でぐち　　  　　 まゆ

や り た い こ と を や っ た ら
い い ん じ ゃ な い ？

インタビューの
続きはこちら！

「この仕事ならではの景色が見られること」
　木を切ったあとに上を見上げると、日の光が入るようになってい
てすごくきれいなんですよ。

あなたの仕事の喜びは？



新型コロナウイルス関連情報
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新型コロナウイルス
にご注意ください。!

尾鷲保健所　　　　　　　　　℡ （23）3456　　　 【 9：00 ～ 21：00 の相談窓口】　
三重県救急医療情報センター　℡ 059（229）1199【 21：00 ～ 9：00 の相談窓口】

受診・相談センター

発熱などの症状がある場合は、まずは身近な医療機関に電話で相談しましょう。

県内の感染情報などは三重県『新型コロナウイルス感染症
特設サイト』（https://www.pref.mie.lg.jp/covid19.shtm）をご覧ください。

手洗いについてのお願い

水とハンドソープでウイルスは減らせます！ 30 秒は手を丁寧に洗うようにしましょう。

こまめに、ていねいに、ハンドソープで洗いましょう。

外出や移動は
『密』を回避

マスクを着けて
（口・鼻を覆う）
正面を避けて

こまめな
換気を

咳やくしゃみ
はしっかり
エチケット！

体調が悪い
ときは無理を
せず慎重に

新型コロナワクチン追加接種
（3 回目接種）について

対象
　初回接種（1、2 回目接種）の完了か
ら 6 カ月経過した12 歳以上の方

接種回数　1 回　
接種費用　無料
接種方法
個別接種または集団接種

接種券について
　1、2 回目接種とは異なり、予診
票に接種券情報が記載された接種
券一体型の予診票を送付します。
※2 回目の接種後に紀北町に転入
した方は、接種券の発行申請が必
要です。

　対象となる方に、順次、接種券を送付しています。
接種を希望される方は、案内をご確認の上、お申し込みください。

【問い合わせ】紀北町新型コロナワクチン相談窓口　℡（49）0800（ 8：30 ～ 17：00※土・日曜日、祝日を除く）

　初回接種（1、2 回目接種）の完了から、
6カ月経過しても接種券が届かない場合はご連絡ください。

新型コロナワクチン
初回接種について

接種回数　2 回　
接種費用　無料
接種方法　個別接種

　接種を希望される方は、紀北町
新型コロナワクチン相談窓口にお
申し込みください。
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犯
罪
に
よ
っ
て
被
害
者
や
ご
家
族
が

命
を
奪
わ
れ
る
、
傷
害
を
負
わ
さ
れ
る

と
い
っ
た
直
接
的
な
被
害
だ
け
で
な

く
、
そ
の
後
も
周
囲
か
ら
の
偏
見
や
心

な
い
言
葉
に
よ
り
精
神
的
な
負
担
、
経

済
的
な
損
失
な
ど
の
二
次
被
害
に
も
苦

し
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
犯
罪

被
害
者
な
ど
が
平
穏
な
生
活
を
回
復
で

き
る
よ
う
、
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
紀
北
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を

令
和
３
年
４
月
１
日
に
施
行
し
ま
し

た
。

◆
相
談
支
援

　

犯
罪
被
害
者
な
ど
に
対
す
る
相
談

窓
口
を
開
設
し
、
被
害
者
の
心
情
を

配
慮
し
個
室
で
対
応
し
ま
す
。

◆
紀
北
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
金

　

犯
罪
被
害
に
あ
っ
た
直
後
の
経
済

的
な
困
窮
を
軽
減
す
る
た
め
、
犯
罪

被
害
者
な
ど
に
対
し
支
援
金
を
給
付

し
ま
す
。

対
象
と
な
る
犯
罪

〇
日
本
国
内
ま
た
は
日
本
国
外
に
あ

る
日
本
船
舶
も
し
く
は
日
本
航
空
機

内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
人
の
生
命
ま

た
は
身
体
を
害
す
る
故
意
の
犯
罪

〇
殺
人
や
強
盗
、
危
険
運
転
致
死
傷

な
ど
の
故
意
に
よ
り
死
傷
さ
せ
る
犯

罪
※

自
動
車
運
転
過
失
致
死
傷
な
ど
の

過
失
に
よ
る
犯
罪
は
対
象
外

支
援
金
を
受
け
ら
れ
る
犯
罪
被
害
者

な
ど
の
資
格

〇
犯
罪
被
害
が
発
生
し
た
日
に
お
い

て
紀
北
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た

方

※

犯
罪
被
害
者
と
加
害
者
と
の
間
に

３
親
等
内
の
親
族
関
係
が
あ
る
場
合

は
給
付
対
象
外　
　
　
　
　
　
　
　

（
犯
罪
被
害
者
が
18
歳
未
満
の
者
を
監

護
し
て
い
た
場
合
を
除
く
。）

支
援
金
の
種
類
と
対
象

〇
遺
族
支
援
金
（
30
万
円)

犯
罪
被
害
者
の
第
１
順
位
遺
族

〇
重
傷
病
支
援
金
（
10
万
円)

犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
重
傷
病
（
療
養

期
間
が
１
カ
月
以
上
か
つ
通
算
３
日

以
上
の
入
院
を
要
す
る
と
医
師
に
診

断
さ
れ
た
も
の
）
を
負
っ
た
犯
罪
被

害
者
本
人

〇
精
神
療
養
支
援
金
（
２
万
５
千
円)

特
定
犯
罪
行
為
（
殺
人
未
遂
、
強
盗
、

誘
拐
な
ど
）
に
よ
っ
て
精
神
療
養
（
療

養
期
間
が
３
カ
月
以
上
か
つ
通
算
３

日
以
上
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ
た
も
の
）

を
負
っ
た
犯
罪
被
害
者
本
人

支
援
金
の
請
求
期
間

犯
罪
被
害
を
知
っ
た
日
か
ら
１
年
間

（
犯
罪
発
生
日
か
ら
７
年
間
）

※

犯
罪
を
知
っ
た
日
と
は
遺
族
支
援

金
は
警
察
か
ら
の
連
絡
で
知
っ
た
日
、

重
傷
病
支
援
金
・
精
神
療
養
支
援
金

は
医
師
に
診
断
さ
れ
た
日

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
危
機
管
理
課

℡（
46
）
３
１
１
４

海
山
総
合
支
所
総
務
室

℡（
32
）
３
９
０
１

　

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
令
和
４
年

２
月
18
日
付
で
発
送
し
ま
し
た
「
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時

特
別
給
付
金
支
給
要
件
確
認
書
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
返
送
の
期
限
が
５

月
17
日
（
火
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
手
元
に
「
確
認
書
」
が
届
い
て

い
る
方
で
支
給
要
件
に
該
当
す
る
が
、

「
確
認
書
」
の
提
出
が
ま
だ
の
方
は
期

限
ま
で
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

家
計
急
変
世
帯
の
申
請
は
９
月
30

日
（
金
）
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
32
）
３
９
０
４

町からのおしらせ　～ Information ～

紀
北
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
制
度
に
つ
い
て

給
付
金
の
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く
！

「行政報告会」
中止のおしらせ

　例年 5 月に開催しておりました
「行政報告会」は、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、中止とさ
せていただくことが決定しました。
【資料の配布について】
　本庁住民課および海山総合支所
住民室の窓口に、行政報告会用の
資料「令和 4 年度紀北町の予算」を
設置していますので、ご希望の方
はご自由にお持ちください。

【問い合わせ】
本庁企画課　℡（46）3113
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①「
安
全
」
の
ま
ち
づ
く
り

　

安
全
・
安
心
を
「
守
り
・
高
め
る
」

と
し
て
、
矢
口
漁
港
海
岸
保
全
施
設

の
堤
防
な
ど
の
整
備
、
長
寿
命
化
修

繕
計
画
に
基
づ
い
た
ト
ン
ネ
ル
・
橋

り
ょ
う
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
引
き
続

き
実
施
す
る
と
と
と
も
に
、
汐
ノ
津

呂
排
水
機
場
の
改
修
に
向
け
た
詳
細

設
計
、
出
垣
内
・
相
賀
排
水
機
場
の

更
新
・
整
備
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
更
新
に
着
手
し
ま
す
。

②「
健
康
」
の
ま
ち
づ
く
り　

　

健
や
か
な
暮
ら
し
を
「
支
え
・
広

げ
る
」
と
し
て
、
健
康
保
持
や
体
力

維
持
を
図
る
「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
は
、「
ち
ょ
っ
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
、
ず
っ
と
健
康
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
さ
ら
な
る
普
及
を
は

じ
め
、
引
き
続
き
国
保
特
定
健
診
お

よ
び
一
部
の
が
ん
検
診
の
無
料
化
を

実
施
し
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
が
ん

の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
産
後
う
つ
の
予
防
や
、

新
生
児
へ
の
虐
待
防
止
な
ど
を
目
的

に
実
施
し
て
い
る
産
婦
健
診
に
つ
い

て
、
無
料
化
を
実
施
し
ま
す
。
紀
北

健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
用
の
促
進

や
地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
活
動
、

運
動
機
会
の
確
保
を
支
援
し
、
運
動

習
慣
の
定
着
を
促
進
す
る
こ
と
で
、

住
民
の
健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

③「
活
力
」
の
ま
ち
づ
く
り

　

魅
力
と
に
ぎ
わ
い
を
「
生
か
し
・

創
る
」
と
し
て
、
紀
北
町
の
伝
統
基

幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の
生
活

基
盤
の
安
定
を
図
る
施
策
と
し
て
新

規
就
農
者
へ
の
支
援
、
高
収
益
作
物

へ
の
転
換
の
推
進
、
日
本
農
業
遺
産

で
あ
る
「
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
」
の
マ
ー
ク

が
商
標
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
生
か
し

た
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
材
の
新
た
な
活
用
や

販
路
拡
大
、
水
産
資
源
の
増
殖
を
図

る
種
苗
放
流
、
ア
ワ
ビ
・
伊
勢
エ
ビ

の
生
息
場
確
保
の
た
め
の
藻
場
造
成

な
ど
、
漁
業
者
の
意
欲
向
上
に
資
す

る
沿
岸
漁
場
の
再
生
・
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
夏
の
祭
り
や

「
三
重 

紀
北 

S
E
A 

T
O 

S
U
M

M
I
T
」
の
開
催
、
各
地
域
で
催
さ

れ
て
い
る
「
市
」
や
「
イ
ベ
ン
ト
」

な
ど
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行
う
と

と
も
に
、
農
林
水
産
業
と
連
携
し
た

体
験
型
観
光
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
を
積
極
的
に
進

め
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
充
実
を
図
り
、

他
地
域
の
方
々
と
の
交
流
の
拡
大
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
通
じ
た
町
の
Ｐ
Ｒ
、

農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
な
ど
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

定
住
・
移
住
対
策
の
推
進
と
し
て
、

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
の
支
援
、
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
の
活
用
な
ど
定
住
・

移
住
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

④「
学
び
」
の
ま
ち
づ
く
り

　

未
来
の
創
り
手
を
「
つ
な
ぎ
・
育
む
」

と
し
て
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
子
育

て
に
関
わ
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
な

ど
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を
引
き
続

き
行
う
と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯
へ

の
情
報
の
提
供
、
放
課
後
児
童
対
策
、

ひ
と
り
親
家
庭
・
障
が
い
児
を
持
つ

家
庭
な
ど
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
、
未

就
学
児
を
対
象
と
し
た
子
ど
も
医
療

費
の
窓
口
無
料
化
、
保
育
所
の
副
食

費
無
料
化
、
幼
稚
園
の
給
食
費
と
第

３
子
以
降
の
小
・
中
学
校
給
食
費
の

無
料
化
、
小
学
校
入
学
対
象
者
へ
の

学
用
品
の
支
給
に
加
え
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
利
用
者
支
援
の
充
実
を
図

る
な
ど
、
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
引
き
続
き
進
め
、
さ

ら
な
る
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
と

し
て
「
英
語
教
育
の
充
実
」
を
図
る

た
め
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
４
人
体
制
を
継
続
し
、

英
語
教
材
の
整
備
や
教
員
の
研
修
活

動
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
英
語

検
定
の
受
験
に
対
す
る
支
援
な
ど
も

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
児
童
・
生

徒
の
主
体
的
な
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
、
学
校
・
家
庭
な
ど
で
利
用

で
き
る
「
e
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ド
バ
ン

ス
」
に
よ
り
、
習
熟
度
に
合
わ
せ
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、

郷
土
学
習
・
農
林
水
産
業
と
連
携
し

た
体
験
学
習
の
充
実
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
よ
り
地
元
食
材
を
生

か
し
た
給
食
の
提
供
、
ス
ポ
ー
ツ
や

運
動
を
通
し
た
健
全
育
成
を
図
り
ま

す
。

みんなが元気！紀北町
～豊かな自然、にぎわいと笑顔があふれるまち～

みんなが元気！紀北町
～豊かな自然、にぎわいと笑顔があふれるまち～

令和４年度予算令和４年度予算

総額99億 366万円総額99億 366万円
　令和 4年度は、平成 29 年度にスタートしました「紀北町第2次総合計画基本計画」の将来像である、「みんなが元気！

　紀北町～豊かな自然、にぎわいと笑顔があふれるまち～」の実現を目指して展開してきた施策を継承するとともに、

後期 5 年間のまちづくりにおいて設定した四つの重点プロジェクトを中心として、関連する施策・事業の重点的な推進

を図るための予算編成となっています。

プ
ラ
ス
・
テ
ン

シ
ー
　

 
 

ト
ゥ
ー

サ
ミ
ッ

ト

四
つ
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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町
の
財
政
運
営
の
基
幹
で
あ
る
町

税
は
、
歳
入
総
額
の
13
・
１
％
を
占

め
、
前
年
度
に
比
べ
４
・
４
％
増
の

12
億
９
，
３
２
７
万
８
千
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
歳
入
総
額
の
44
・

４
％
を
占
め
、
標
準
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
に
必
要
な
普
通
交

付
税
と
、
災
害
な
ど
特
殊
な
要
因
に

対
応
す
る
た
め
の
特
別
交
付
税
が
あ

り
、
前
年
度
に
比
べ
16
・
０
％
増
の

43
億
９
，
３
０
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

町
の
借
金
に
あ
た
る
町
債
は
、
歳

入
総
額
の
８
・
９
％
を
占
め
、
過
疎

対
策
事
業
債
や
緊
急
自
然
災
害
防
止

対
策
事
業
債
な
ど
８
億
７
，
８
８
０

万
円
の
借
り
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
の
減
少

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
12
・
０
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
総
額
の
７
・
４
％
を
占
め
る

国
庫
支
出
金
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
費
負
担
金

な
ど
の
減
額
に
よ
り
、
前
年
度
に
比

べ
11
・
２
％
減
の
７
億
２
，
８
５
８

万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
総
額
の
５
・
８
％
を
占
め
る

県
支
出
金
は
、
三
重
と
こ
わ
か
国
体

会
場
市
町
運
営
費
補
助
金
の
減
額
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
12
・
１
％

減
の
５
億
７
，
６
０
３
万
１
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
収
入
は
、
使
用
料
お
よ

び
手
数
料
、
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

る
繰
入
金
な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ

13
・
６
％
減
の
20
億
３
，
３
９
５
万

９
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
総
額
は
、
前

年
度
に
比
べ
０
・
５
％
増
の
99
億
３

６
５
万
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
全
体
で
は
、
地
方
交
付
税
や

町
債
、
国
・
県
の
補
助
金
な
ど
へ
の

依
存
割
合
が
高
く
、
町
税
な
ど
自
主

財
源
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
を
、
そ
の
経
費
が
持
つ

経
済
的
な
性
質
に
よ
り
分
類
し
た
も

の
を
「
性
質
別
経
費
」
と
い
い
ま
す
。

　

人
件
費
は
、
議
員
や
条
例
委
員
の

報
酬
、
町
長
や
役
場
の
職
員
の
給
与

お
よ
び
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬

な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ
０
・
５
％

減
の
19
億
８
，
８
１
０
万
８
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

扶
助
費
は
、
障
が
い
者
支
援
、
子

ど
も
医
療
の
助
成
、
保
育
所
費
用
、

じ
ん
臓
機
能
障
害
者
で
透
析
を
受
け

て
い
る
方
へ
の
交
通
費
助
成
、
要
・

準
要
保
護
児
童
へ
の
就
学
援
助
、
児

童
手
当
な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ
３
・

一般会計歳入

一般会計歳出（目的別） 一般会計歳出（性質別）

その他（依存）
529,458 千円
5.3%

その他の経費
4,163,480 千円
42.0%

その他の経費
4,163,480 千円
42.0%

投資的経費
1,139,557 千円
11.5%

投資的経費
1,139,557 千円
11.5%

補助費等
1,067,164 千円

10.8%

補助費等
1,067,164 千円

10.8%

人件費
1,988,108 千円
20.1%

人件費
1,988,108 千円
20.1%

物件費
1,710,289 千円

17.3%

物件費
1,710,289 千円

17.3%

繰出金
1,133,239 千円
11.4%

繰出金
1,133,239 千円
11.4%

扶助費
1,192,651 千円
12.0%

扶助費
1,192,651 千円
12.0%

義務的経費
4,600,618 千円
46.5%

義務的経費
4,600,618 千円
46.5%

普通建設事業費
1,139,557 千円
11.5%

普通建設事業費
1,139,557 千円
11.5%

公債費
1,419,859 千円
14.3%

公債費
1,419,859 千円
14.3%

議会費
91,970千円
0.9%

その他
252,788 千円
2.5%

商工費
250,557 千円
2.5%

歳  

出

公債費
1,419,859 千円
14.3%

公債費
1,419,859 千円
14.3%

教育費
919,653 千円
9.3%

教育費
919,653 千円
9.3%

消防費
839,586 千円
8.5%

消防費
839,586 千円
8.5%

土木費
533,412 千円
5.4%

土木費
533,412 千円
5.4%

総務費
1,483,266 千円
15.0%

総務費
1,483,266 千円
15.0%

民生費
2,676,176 千円
27.0%

民生費
2,676,176 千円
27.0%

衛生費
1,126,231 千円
11.4%

衛生費
1,126,231 千円
11.4%

農林水産業費
552,945 千円
5.6%

農林水産業費
552,945 千円
5.6%

県支出金
576,031 千円
5.8%

県支出金
576,031 千円
5.8%

国庫支出金
728,587 千円
7.4%

国庫支出金
728,587 千円
7.4%

町債
878,800 千円
8.9%

町債
878,800 千円
8.9%

地方交付税
4,393,000 千円
44.4%

地方交付税
4,393,000 千円
44.4%

依存財源
7,105,876 千円
71.8%

依存財源
7,105,876 千円
71.8%

自主財源
2,797,779 千円
28.2%

自主財源
2,797,779 千円
28.2%

町税
1,293,278 千円
13.1%

町税
1,293,278 千円
13.1%

その他（自主）
1,504,501 千円
15.2%

その他（自主）
1,504,501 千円
15.2%

予備費
10,000 千円
0.1%

歳  

入

※構成比は表示単位未満四捨五入の関係で積み上げと合計が一致しない場合があります。
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９
％
減
の
11
億
９
，
２
６
５
万
１
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
は
、
町
の
借
金
に
あ
た
る

町
債
の
元
利
償
還
金
な
ど
で
、
借
入

金
の
元
金
・
利
子
と
も
に
増
加
す
る

こ
と
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
２
％

増
の
14
億
１
，
９
８
５
万
９
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
公
共
施
設

の
整
備
、
道
路
の
整
備
、
生
活
環
境

の
整
備
な
ど
で
、
汐
ノ
津
呂
排
水
機

場
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に

比
べ
20
・
８
％
増
の
11
億
３
，
９
５

５
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

物
件
費
は
、
主
に
需
用
費
、
役
務

費
、
委
託
料
な
ど
で
、
前
年
度
に
比

べ
３
・
０
％
減
の
17
億
１
，
０
２
８

万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
助
費
等
は
、
国
民
体
育
大
会
実

行
委
員
会
へ
の
補
助
金
の
減
額
な
ど

か
ら
、
前
年
度
に
比
べ
５
・
５
％
減

の
10
億
６
，
７
１
６
万
４
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

繰
出
金
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

な
ど
の
特
別
会
計
や
水
道
事
業
に
対

す
る
繰
出
金
お
よ
び
紀
北
広
域
連
合

運
営
負
担
金
な
ど
で
、
前
年
度
に
比

べ
１
・
８
％
増
の
11
億
３
，
３
２
３

万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
積
立
金
、
維
持
補
修

費
、
貸
付
金
な
ど
前
年
度
と
比
べ
９
・

０
％
減
の
２
億
５
，
２
７
８
万
８
千

円
を
計
上
し
、
歳
出
総
額
は
歳
入
総

額
と
同
額
の
99
億
３
６
５
万
５
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

の
義
務
的
経
費
は
歳
出
予
算
全
体
の

46
・
５
％
を
占
め
、
普
通
建
設
事
業

費
の
投
資
的
経
費
は
11
・
５
％
、
そ

の
他
の
経
費
が
42
・
０
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
務
を
処

理
す
る
た
め
、
一
般
の
歳
入
・
歳
出

と
区
別
し
て
処
理
す
る
た
め
の
会
計

で
、
紀
北
町
で
は
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
が
該
当
し
、
特
別
会
計
全
体
で

は
前
年
度
と
比
べ
２
・
８
％
増
の
28

億
２
，
８
４
１
万
２
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

公
営
企
業
会
計
は
、一
般
の
会
社

と
同
じ
よ
う
に
、
独
自
の
収
入
で
そ

の
経
費
を
賄
う
「
独
立
採
算
」
を
原

則
と
す
る
会
計
で
、
紀
北
町
で
は
水

道
事
業
会
計
が
該
当
し
ま
す
。
収
益

的
支
出
と
資
本
的
支
出
を
合
算
し
た

予
算
額
は
、
前
年
度
に
対
し
13
・
０
％

減
の
６
億
１
，
７
２
２
万
７
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
が
こ
れ
ま
で
に
借
り
入
れ
て
い

る
地
方
債
の
残
高
は
、
合
併
年
度
の

平
成
17
年
度
末
に
は
１
４
６
億
４
５

３
万
３
千
円
で
し
た
が
、
令
和
４
年

度
末
で
は
１
２
２
億
６
，
５
３
６
万

３
千
円
と
な
り
、
23
億
３
，
９
１
７
万

円
の
減
少
と
な
る
見
込
み
で
す
。
地

方
債
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
負
担
を

残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
当
面

は
現
在
の
水
準
の
維
持
を
図
り
、
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

基
金
は
町
の
預
貯
金
に
あ
た
る
も

の
で
す
。
こ
の
う
ち
、
災
害
復
旧
や

そ
の
他
財
源
が
不
足
し
た
と
き
の
た

め
の
財
政
調
整
基
金
や
健
全
な
財
政

運
営
を
行
う
た
め
町
の
借
金
に
あ
た

る
地
方
債
の
繰
上
償
還
な
ど
の
た
め

の
減
債
基
金
、
特
定
の
目
的
の
た
め

に
使
用
す
る
特
定
目
的
基
金
が
あ
り

ま
す
。

　

全
体
の
基
金
残
高
は
、
合
併
年
度

の
平
成
17
年
度
末
に
は
10
億
５
，
８

５
３
万
３
千
円
で
し
た
が
、
令
和
４

年
度
末
で
は
49
億
８
，
４
５
１
万
９

千
円
と
な
り
、
39
億
２
，
５
９
８
万

６
千
円
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
基

金
に
つ
い
て
は
健
全
な
財
政
運
営
を

維
持
し
て
い
く
た
め
、
今
後
も
適
正

な
規
模
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
財
政
課　

℡（
46
）
３
１
１
２

特
別
会
計

基
金
の
状
況

地
方
債
残
高
の

状
況

公
営
企
業
会
計

会計別予算

区　　　分

一　般　会　計

特　別　会　計

国民健康保険事業

介護サービス事業

後期高齢者医療

水　道　事　業　会　計

合　　　　　計

0.5

2.8

2.2

6.4

3.5

△13.0

0.3

49,832

76,449

43,958

11,530

20,961

△92,410

33,871

9,903,655

2,828,412

2,017,738

190,645

620,029

617,227

13,349,294

9,853,823

2,751,963

1,973,780

179,115

599,068

709,637

13,315,423

R４年度 R３年度 比較 増減率（％）

●令和４年度会計別予算（当初予算比較）

※水道事業会計予算額は、収益的支出と資本的支出の合算額です。

（単位：千円）

後期高齢者
医療特別会計
620,029 千円 
4.7%

介護サービス
事業特別会計
190,645 千円 
1.4%

令和4年度予算総額
133 億4,929 万円
令和4年度予算総額
133 億4,929 万円

水道事業会計
617,227 千円
4.6%

国民健康保険事業
特別会計

2,017,738 千円
15.1%

国民健康保険事業
特別会計

2,017,738 千円
15.1%

一　般　会　計
9,903,655千円
 74.2%

一　般　会　計
9,903,655千円
 74.2%
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年 度 末 残 高

H17年 度末比較

14,604,533 13,106,170

△1,498,363

12,769,498

△1,835,035

12,265,363

△2,339,170

H17年度末
（合併年度）

R２年度末
（決算額）

R３年度末
（見込額）

R４年度末
（見込額）

●地方債残高の状況（一般会計） （単位：千円）

※R３年度末とR４年度末の数値は、今後の状況により変わることがあります。

※R３年度末とR４年度末の数値は、今後の状況により変わることがあります。

一般会計における基金残高の推移

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

そ の 他 の 基 金

合　計

H17年 度 末 比 較

607,682

9,860

440,991

1,058,533

1,448,938

1,233,087

2,972,751

5,654,776

4,596,243

1,589,564

1,233,423

3,046,719

5,869,706

4,811,173

943,029

1,033,809

3,007,681

4,984,519

3,925,986

H17年度末
（合併年度）

R２年度末
（決算額）

R３年度末
（見込額）

R４年度末
（見込額）

●基金残高の状況（一般会計） （単位：千円）

合併特例事業債

過疎対策事業債

臨時財政対策債

上記以外の町債

特定目的基金

減債基金

財政調整基金

億円

億円

160

140

120

100

80

60

40

20

0

70

60

50

40

30

20

10

0

令和元年度 令和2年度 令和3年度
（見込額）

令和4年度
（見込額）

平成17年度 平成30年度

令和元年度 令和2年度 令和3年度
（見込額）

令和4年度
（見込額）

平成17年度 平成30年度

土地開発基金

一般会計における地方債残高の推移
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町からのおしらせ　～ Information ～

役場の職員配置と新規採用職員の紹介役場の職員配置と新規採用職員の紹介
　４月１日からの役場の職員配置（本庁 16 課 41 係、海山総合支所６室 10 係で、行政職員 168 名、現業職員 37 名）

と新規採用職員をご紹介します。

　４月１日からの役場の職員配置（本庁 16 課 41 係、海山総合支所６室 10 係で、行政職員 168 名、現業職員 37 名）

と新規採用職員をご紹介します。

本
庁
舎
職
員
配
置

○
議
会
事
務
局
（
３
名
）

上
野
隆
志（
事
務
局
長
）直
江
和
哉（
次

長
）

▽
総
務
係
：
源
口
晴
子
（
係
長
）

○
総
務
課
（
10
名
）

水
谷
法
夫
（
課
長
）
佐
々
木
猛
（
課

長
補
佐
）

▽
総
務
係
：
奥
川
賀
夫
（
係
長
）
井

谷
香
穂
（
主
事
）

▽
職
員
係
：
長
井
亮
介
（
係
長
）
五

味
祐
汰
（
主
任
）

▽
文
書
係
：
井
上
貴
義
（
係
長
）

▽
課
付
：
西
村
瑛
莉
・
北
村
彩
華

▽
紀
北
広
域
連
合
（
派
遣
）：
宮
地
浩

（
課
長
・
事
務
局
長
）

○
財
政
課
（
７
名
）

上
ノ
坊
健
二
（
課
長
）
宮
原
優
（
課

長
補
佐
）
岡
村
賢
二
（
財
政
担
当
主

幹
兼
係
長
）

▽
財
政
係
：
星
野
果
鈴
（
主
事
）

▽
管
財
契
約
係
：
東
聡
（
係
長
）
松

井
務
（
係
長
）
植
地
俊
文
（
再
任
用
）

○
危
機
管
理
課
（
５
名
・
派
遣
１
名
）

長
井
裕
悟
（
課
長
）
東
典
弘
（
課
長

補
佐
）、
寺
浦
圭
（
防
災
対
策
担
当
主

幹
兼
係
長
）

▽
防
災
対
策
係
：
竹
田
優
太
（
主
任
：

消
防
か
ら
派
遣
）

▽
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
係
：
宮
原

達
也
（
係
長
）
古
畑
柚
貴
（
主
事
）

○
企
画
課
（
11
名
）

玉
本
真
也
（
課
長
）
鶴
田
博
樹
（
課

長
補
佐
）
藤
原
純
一
（
企
画
担
当
主

幹
兼
係
長
）
中
野
洋
二
（
デ
ジ
タ
ル

社
会
推
進
担
当
主
幹
兼
係
長
）

▽
企
画
係
：
長
井
一
晃
（
主
任
）
宮

原
俊
也
（
再
任
用
）

▽
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
係
：
植
村
和

将
（
主
任
）

▽
広
報
係
：
東
有
加
（
係
長
）
植
村

元
紀
（
主
任
）

▽
一
般
社
団
法
人
東
紀
州
地
域
振
興

公
社
（
派
遣
）：
松
永
耕
（
主
事
）
中

野
竜
希
（
主
事
）

○
税
務
課
（
９
名
）

玉
津
裕
一
（
課
長
）
武
村
多
恵
（
課

税
担
当
主
幹
）

▽
課
税
係
：
濵
田
航
太
（
係
長
）
野

間
宏
哉
（
主
任
）
川
村
辰
徳
（
主
任
）

▽
徴
収
係
：
高
須
宏
明
（
係
長
）
堀

内
拓
也
（
主
任
）
中
野
志
音
（
主
事
）

▽
三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
（
派

遣
）：
川
端
啓
太
（
主
事
）

○
住
民
課
（
10
名
）

世
古
基
樹
（
課
長
）
石
倉
充
能
（
国
保
・

年
金
担
当
副
参
事
）
濵
田
ま
み
（
住

民
担
当
副
参
事
）

▽
住
民
係
：
水
口
香
代
子
（
係
長
）

西
村
京
祐（
主
事
）中
世
古
吏
佐
子（
主

事
）

▽
国
保
・
年
金
係
：
海
上
伸
浩
（
係
長
）

中
村
大
輔
（
主
任
）
小
林
の
ぞ
み
（
主

事
）
脇
俊
明
（
再
任
用
）

○
環
境
管
理
課
（
28
名
）

宮
本
忠
宜
（
課
長
）
垣
内
洋
人
（
課

長
補
佐
）
樋
口
淳
也
（
環
境
施
設
担

当
課
長
補
佐
兼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

係
長
）

▽
環
境
管
理
係
：
井
谷
雅
（
係
長
）

村
川
琢
磨
（
主
事
）
上
野
義
人
（
主

任
技
術
員
）水
谷
誠
志（
主
任
技
術
員
）

▽
廃
棄
物
対
策
係
：
久
保
有
謙
（
係
長
）

民
部
享
（
主
任
）

▽
東
紀
州
環
境
施
設
組
合
（
派
遣
）：

上
村
健
一
（
係
長
）

▽
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
係
：
樋
口

貴
弘
（
係
長
）
龍
鉄
史
（
主
任
技
術
員
）

内
山
敦
雄
（
主
任
技
術
員
）
西
村
美

杉
（
主
任
技
術
員
）
大
原
薫
（
主
任

技
術
員
）
林
信
宏
（
主
任
技
術
員
）

脇
明
也（
主
任
技
術
員
）井
谷
清
孝（
主

任
技
術
員
）小
家
邦
彦（
主
任
技
術
員
）

東
聡
（
再
任
用
）
福
屋
広
充
（
再
任
用
）

別
當
義
久
（
再
任
用
）
疇
地
昭
広
（
再

任
用
）

▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
係
：
川
口
信

一
郎
（
主
任
技
術
員
）
塩
崎
成
一
（
主

任
技
術
員
）立
岡
鐘
道（
主
任
技
術
員
）

直
江
憲
尚（
主
任
技
術
員
）東
繁
之（
主

任
技
術
員
）

○
福
祉
保
健
課
（
30
名
）

上
村
毅
（
課
長
）
近
藤
大
志
（
赤
羽

寮
長
兼
施
設
長
）
中
野
律
（
福
祉
担

当
副
参
事
）
上
野
淑
（
地
域
保
健
担

当
課
長
補
佐
）
疇
地
啓
太
（
地
域
保

健
〈
健
康
づ
く
り
担
当
〉
課
長
補
佐
）

喜
多
敦
（
地
域
福
祉
担
当
課
長
補
佐

兼
係
長
）
奥
村
重
仁
（
高
齢
者
・
障

害
者
福
祉
担
当
主
幹
兼
係
長
）
本
山

吉
野
（
赤
羽
寮
特
別
養
護
担
当
主
幹

兼
係
長
）
長
井
由
美
子
（
赤
羽
寮
特

別
養
護
看
護
担
当
主
幹
兼
係
長
）

▽
地
域
福
祉
係
：
石
倉
聡
子
（
主
任
）

北
村
正
志
（
主
事
）

▽
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
係
：
五
味

正
治
（
主
任
）
前
田
幸
恵
（
主
事
）

▽
地
域
保
健
係
：
長
井
礼
子
（
係
長
）

岡
村
真
穂
（
係
長
）
間
野
夏
奈
子
（
主

任
）

健
康
づ
く
り
担
当
：
宮
原
由
佳
利
（
係

長
）
上
野
和
彦
（
再
任
用
）

▽
赤
羽
寮
養
護
係
：
宮
原
大
輔
（
係
長
）

南
部
紫
苑
（
主
事
）
岡
田
こ
ま
り
（
看

護
師
）
倉
本
由
紀
子
（
主
任
労
務
員
）

平
野
有
良
（
労
務
員
）
久
保
美
咲
（
労

務
員
）

▽
赤
羽
寮
特
別
養
護
係
：
山
本
瞳
（
主

査
）
東
臣
紀
（
主
任
労
務
員
）
西
信

子
（
主
任
労
務
員
）
東
力
也
（
労
務
員
）

太
田
顕
悟
（
労
務
員
）
奥
田
充
子
（
再

任
用
）

○
農
林
水
産
課
（
11
名
）

岩
見
建
志
（
課
長
）
高
芝
健
司
（
課

長
補
佐
）
奥
村
京
英
（
林
政
担
当
主

幹
兼
係
長
）

▽
農
政
係
：
宮
本
剛
秀
（
係
長
）
柏

屋
大
樹
（
主
任
）
中
野
勇
太
（
主
事
）

本
庁
舎
職
員
配
置

○
議
会
事
務
局
（
３
名
）

上
野
隆
志（
事
務
局
長
）直
江
和
哉（
次

長
）

▽
総
務
係
：
源
口
晴
子
（
係
長
）

○
総
務
課
（
10
名
）

水
谷
法
夫
（
課
長
）
佐
々
木
猛
（
課

長
補
佐
）

▽
総
務
係
：
奥
川
賀
夫
（
係
長
）
井

谷
香
穂
（
主
事
）

▽
職
員
係
：
長
井
亮
介
（
係
長
）
五

味
祐
汰
（
主
任
）

▽
文
書
係
：
井
上
貴
義
（
係
長
）

▽
課
付
：
西
村
瑛
莉
・
北
村
彩
華

▽
紀
北
広
域
連
合
（
派
遣
）：
宮
地
浩

（
課
長
・
事
務
局
長
）

○
財
政
課
（
７
名
）

上
ノ
坊
健
二
（
課
長
）
宮
原
優
（
課

長
補
佐
）
岡
村
賢
二
（
財
政
担
当
主

幹
兼
係
長
）

▽
財
政
係
：
星
野
果
鈴
（
主
事
）

▽
管
財
契
約
係
：
東
聡
（
係
長
）
松

井
務
（
係
長
）
植
地
俊
文
（
再
任
用
）

○
危
機
管
理
課
（
５
名
・
派
遣
１
名
）

長
井
裕
悟
（
課
長
）
東
典
弘
（
課
長

補
佐
）、
寺
浦
圭
（
防
災
対
策
担
当
主

幹
兼
係
長
）

▽
防
災
対
策
係
：
竹
田
優
太
（
主
任
：

消
防
か
ら
派
遣
）

▽
防
犯
・
交
通
安
全
対
策
係
：
宮
原

達
也
（
係
長
）
古
畑
柚
貴
（
主
事
）

○
企
画
課
（
11
名
）

玉
本
真
也
（
課
長
）
鶴
田
博
樹
（
課

長
補
佐
）
藤
原
純
一
（
企
画
担
当
主

幹
兼
係
長
）
中
野
洋
二
（
デ
ジ
タ
ル

社
会
推
進
担
当
主
幹
兼
係
長
）

▽
企
画
係
：
長
井
一
晃
（
主
任
）
宮

原
俊
也
（
再
任
用
）

▽
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
係
：
植
村
和

将
（
主
任
）

▽
広
報
係
：
東
有
加
（
係
長
）
植
村

元
紀
（
主
任
）

▽
一
般
社
団
法
人
東
紀
州
地
域
振
興

公
社
（
派
遣
）：
松
永
耕
（
主
事
）
中

野
竜
希
（
主
事
）

○
税
務
課
（
９
名
）

玉
津
裕
一
（
課
長
）
武
村
多
恵
（
課

税
担
当
主
幹
）

▽
課
税
係
：
濵
田
航
太
（
係
長
）
野

間
宏
哉
（
主
任
）
川
村
辰
徳
（
主
任
）

▽
徴
収
係
：
高
須
宏
明
（
係
長
）
堀

内
拓
也
（
主
任
）
中
野
志
音
（
主
事
）

▽
三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
（
派

遣
）：
川
端
啓
太
（
主
事
）

○
住
民
課
（
10
名
）

世
古
基
樹
（
課
長
）
石
倉
充
能
（
国
保
・

年
金
担
当
副
参
事
）
濵
田
ま
み
（
住

民
担
当
副
参
事
）

▽
住
民
係
：
水
口
香
代
子
（
係
長
）

西
村
京
祐（
主
事
）中
世
古
吏
佐
子（
主

事
）

▽
国
保
・
年
金
係
：
海
上
伸
浩
（
係
長
）

中
村
大
輔
（
主
任
）
小
林
の
ぞ
み
（
主

事
）
脇
俊
明
（
再
任
用
）

○
環
境
管
理
課
（
28
名
）

宮
本
忠
宜
（
課
長
）
垣
内
洋
人
（
課

長
補
佐
）
樋
口
淳
也
（
環
境
施
設
担

当
課
長
補
佐
兼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

係
長
）

▽
環
境
管
理
係
：
井
谷
雅
（
係
長
）

村
川
琢
磨
（
主
事
）
上
野
義
人
（
主

任
技
術
員
）水
谷
誠
志（
主
任
技
術
員
）

▽
廃
棄
物
対
策
係
：
久
保
有
謙
（
係
長
）

民
部
享
（
主
任
）

▽
東
紀
州
環
境
施
設
組
合
（
派
遣
）：

上
村
健
一
（
係
長
）

▽
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
係
：
樋
口

貴
弘
（
係
長
）
龍
鉄
史
（
主
任
技
術
員
）

内
山
敦
雄
（
主
任
技
術
員
）
西
村
美

杉
（
主
任
技
術
員
）
大
原
薫
（
主
任

技
術
員
）
林
信
宏
（
主
任
技
術
員
）

脇
明
也（
主
任
技
術
員
）井
谷
清
孝（
主

任
技
術
員
）小
家
邦
彦（
主
任
技
術
員
）

東
聡
（
再
任
用
）
福
屋
広
充
（
再
任
用
）

別
當
義
久
（
再
任
用
）
疇
地
昭
広
（
再

任
用
）

▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
係
：
川
口
信

一
郎
（
主
任
技
術
員
）
塩
崎
成
一
（
主

任
技
術
員
）立
岡
鐘
道（
主
任
技
術
員
）

直
江
憲
尚（
主
任
技
術
員
）東
繁
之（
主

任
技
術
員
）

○
福
祉
保
健
課
（
30
名
）

上
村
毅
（
課
長
）
近
藤
大
志
（
赤
羽

寮
長
兼
施
設
長
）
中
野
律
（
福
祉
担

当
副
参
事
）
上
野
淑
（
地
域
保
健
担

当
課
長
補
佐
）
疇
地
啓
太
（
地
域
保

健
〈
健
康
づ
く
り
担
当
〉
課
長
補
佐
）

喜
多
敦
（
地
域
福
祉
担
当
課
長
補
佐

兼
係
長
）
奥
村
重
仁
（
高
齢
者
・
障

害
者
福
祉
担
当
主
幹
兼
係
長
）
本
山

吉
野
（
赤
羽
寮
特
別
養
護
担
当
主
幹

兼
係
長
）
長
井
由
美
子
（
赤
羽
寮
特

別
養
護
看
護
担
当
主
幹
兼
係
長
）

▽
地
域
福
祉
係
：
石
倉
聡
子
（
主
任
）

北
村
正
志
（
主
事
）

▽
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
係
：
五
味

正
治
（
主
任
）
前
田
幸
恵
（
主
事
）

▽
地
域
保
健
係
：
長
井
礼
子
（
係
長
）

岡
村
真
穂
（
係
長
）
間
野
夏
奈
子
（
主

任
）

健
康
づ
く
り
担
当
：
宮
原
由
佳
利
（
係

長
）
上
野
和
彦
（
再
任
用
）

▽
赤
羽
寮
養
護
係
：
宮
原
大
輔
（
係
長
）

南
部
紫
苑
（
主
事
）
岡
田
こ
ま
り
（
看

護
師
）
倉
本
由
紀
子
（
主
任
労
務
員
）

平
野
有
良
（
労
務
員
）
久
保
美
咲
（
労

務
員
）

▽
赤
羽
寮
特
別
養
護
係
：
山
本
瞳
（
主

査
）
東
臣
紀
（
主
任
労
務
員
）
西
信

子
（
主
任
労
務
員
）
東
力
也
（
労
務
員
）

太
田
顕
悟
（
労
務
員
）
奥
田
充
子
（
再

任
用
）

○
農
林
水
産
課
（
11
名
）

岩
見
建
志
（
課
長
）
高
芝
健
司
（
課

長
補
佐
）
奥
村
京
英
（
林
政
担
当
主

幹
兼
係
長
）

▽
農
政
係
：
宮
本
剛
秀
（
係
長
）
柏

屋
大
樹
（
主
任
）
中
野
勇
太
（
主
事
）
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▽
林
政
係
：
野
澤
貴
則
（
主
任
）
山

本
竜
也
（
主
事
）

▽
水
産
係
：
竹
谷
嘉
真
（
係
長
）
中

野
克
哉
（
主
任
）
武
岡
芳
樹
（
再
任
用
）

○
商
工
観
光
課
（
７
名
）

塩
﨑
清
人
（
課
長
）

▽
商
工
係
：
林
拓
郎
（
係
長
）
東
悠

史
（
主
任
）

▽
観
光
係
：
家
倉
尚
子
（
係
長
）
野

中
周
（
主
任
）
濱
口
進
治
（
主
事
）

濵
田
多
実
博
（
再
任
用
）

○
建
設
課
（
14
名
）

井
土
誠
（
課
長
）
川
口
和
志
（
課
長

補
佐
兼
地
籍
調
査
係
長
）
永
井
豊
樹

（
工
務
担
当
主
幹
）

▽
管
理
係
：
石
倉
広
紀
（
係
長
）
中

子
尚
（
主
事
）
山
本
聖
人
（
主
事
）

小
川
敬
吾
（
主
任
技
術
員
）

▽
地
籍
調
査
係
：
疇
地
将
徳
（
主
任
）

玉
津
武
幸
（
再
任
用
）

▽
工
務
係
：
和
手
平
吉
（
係
長
）
長

井
進
（
主
任
）
出
口
拓
磨
（
主
事
）

中
村
慶
人
（
主
事
）

▽
建
築
係
：
中
村
壮
（
係
長
）

○
出
納
室
（
２
名
）

中
村
吉
伸（
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
）

奥
川
由
紀
子
（
主
幹
兼
出
納
係
長
）

○
水
道
課
（
８
名
）

家
倉
義
光
（
課
長
）

▽
業
務
係
：
濵
口
智
之
（
係
長
）
堀

内
悠
（
主
事
）

▽
総
務
係
：
中
村
仁
郎
（
係
長
）

▽
技
術
係
：
奥
村
邦
仁
（
係
長
）
佐

波
大
也
（
主
任
）
尾
崎
晃
司
（
主
任

技
術
員
）
東
靖
之
（
再
任
用
）

○
学
校
教
育
課
（
13
名
）

直
江
仁
（
課
長
）
工
門
利
彰
（
学
校

教
育
担
当
課
長
補
佐
・
学
校
指
導
主

事
）
加
藤
澄
子
（
課
長
補
佐
・
紀
伊

長
島
幼
稚
園
長
）
東
真
美
（
学
校
教

育
担
当
主
幹
）

▽
学
校
教
育
係
：
柳
田
康
裕
（
係
長
）

井
谷
文
香
（
主
事
）

▽
紀
伊
長
島
幼
稚
園
：
田
島
志
保
（
係

長
・
副
園
長
）
北
浦
志
保
（
主
任
）

野
澤
佳
奈
（
主
任
）

▽
学
校
給
食
係
：
三
鬼
文
香
（
係
長
）

橋
本
真
理
（
主
任
）
中
村
修
（
主
任

技
術
員
）
上
村
淳
（
主
任
技
術
員
）

○
生
涯
学
習
課
（
６
名
）

直
江
憲
樹
（
課
長
）
東
雅
人
（
課
長

補
佐
兼
社
会
教
育
係
長
）

▽
社
会
教
育
係
：
橋
倉
政
弘
（
主
任
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
：
森
本
太
郎
（
係

長
）
石
倉
樹
（
主
事
）
濵
野
和
彦
（
主

任
技
術
員
）

海
山
総
合
支
所
職
員
配
置

○
総
務
室
（
４
名
）

森
岡
純
司
（
支
所
長
）
奥
村
能
行
（
室

長
兼
総
務
・
防
災
対
策
係
長
）

▽
総
務
・
防
災
対
策
係
：
奥
村
悠
磨
（
主

任
）
西
村
悠
（
主
事
）

○
住
民
室
（
７
名
）

中
井
崇
（
室
長
兼
住
民
係
長
）
細
川

宏
史
（
税
務
担
当
主
幹
兼
係
長
）

▽
税
務
係
：
中
村
勇
太
（
主
事
）

▽
住
民
係
：
岡
一
女
（
主
任
）
森
田

耕
司
（
再
任
用
）

▽
国
保
・
年
金
係
：
大
西
容
敬
（
係
長
）

中
井
陽
子
（
主
任
）

○
福
祉
環
境
室
（
５
名
）

山
口
恒
徳
（
室
長
）
藤
原
ま
ど
か
（
地

域
保
健
担
当
主
幹
）

▽
環
境
管
理
係
：
橋
本
健
吾
（
係
長
）

▽
福
祉
保
健
係
：
植
村
敏
行
（
係
長
）

北
村
慎
平
（
主
事
）

○
産
業
建
設
室
（
７
名
）

濵
田
耕
一
郎
（
室
長
兼
土
木
係
長
）

芝
原
竜
太
（
産
業
振
興
担
当
主
幹
兼

係
長
）

▽
産
業
振
興
係
：
萩
原
光
祐
（
主
任
）

植
松
登
志
典
（
主
任
技
術
員
）
西
村

正
人
（
再
任
用
）

▽
土
木
係
：
中
村
怜
支
（
主
任
）
武

村
文
明
（
主
任
）

○
水
道
室
（
３
名
）

中
野
徹
（
室
長
兼
業
務
係
長
）

▽
業
務
係
：
川
端
剛
央
（
主
任
技
術
員
）

山
下
実
宣
（
再
任
用
）

○
教
育
室
（
５
名
）

徳
田
臣
生
（
室
長
）

▽
教
育
係
：
鈴
木
珠
代
（
係
長
）
橋

本
あ
よ
り
（
係
長
）
仲
村
僚
真
（
主
事
）

▽
海
山
公
民
館
：
鳥
飼
俊
治
（
主
任

技
術
員
）

▽
ふ
な
つ
幼
稚
園
：
休
園

町からのおしらせ　～ Information ～

新規採用職員

教育室

仲村 僚真  なかむら りょうま
一歩、一歩しっかりと成長していけるよう一
生懸命頑張ります。

建設課

山本 聖人  やまもと まさと
町民の方や諸先輩方と共に、魅力のある町づ
くりをしていきたいと思います。



12広報きほく2022年5月号

　

町
民
の
方
が
現
在
居
住
し
て
い
る

自
己
所
有
の
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
、

町
内
業
者
に
依
頼
し
て
行
う
場
合
に
、

そ
の
工
事
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制

度
で
す
。

申
請
受
付
期
間

５
月
16
日
（
月
）
〜
31
日
（
火
）

※

先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

受
付
期
間
内
に
申
請
額
が
予
算
額

を
上
回
っ
た
場
合
は
、６
月
９
日
（
木
）

に
抽
選
を
行
い
ま
す
。

補
助
金
額　

工
事
費
の
２
分
の
１

上
限
10
万
円
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※

消
費
税
額
を
除
く

募
集
件
数　

50
件
程
度

（
予
算
額
５
０
０
万
円
の
範
囲
内
）

補
助
対
象

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し
て

い
る

○
令
和
４
年
４
月
30
日
以
前
に
納
期

限
が
到
来
す
る
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い

○
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い

○
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い

て
、
他
の
町
補
助
金
な
ど
を
受
け
て

い
な
い

○
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
お
よ

び
同
一
世
帯
の
方
が
暴
力
団
員
で
な
い

補
助
対
象
と
な
る
工
事

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

○
申
請
者
ご
自
身
が
所
有
し
て
お
り
、

現
住
所
地
で
あ
る
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
で
あ
る

○
補
助
金
の
交
付
決
定
以
降
に
着
手

す
る
工
事
で
、
そ
の
工
事
費
が
10
万

円
以
上
（
消
費
税
額
を
除
く
）
で
あ

る○
町
内
業
者
が
施
工
し
、
令
和
５
年

３
月
20
日
（
月
）
ま
で
に
完
了
す
る

○
下
記
の
対
象
工
事
に
該
当
す
る

提
出
書
類

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
同
意
書

③
住
宅
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
書
類
（
固
定
資
産
評
価
証

明
書
な
ど
）

④
申
請
者
の
完
納
証
明
書

⑤
見
積
書
の
写
し
（
工
事
内
容
を
明

記
さ
れ
た
も
の
）

⑥
予
定
箇
所
の
工
事
前
の
現
場
写
真
、

図
面
な
ど

⑦
そ
の
他
必
要
な
書
類

※

①
・
②
に
つ
い
て
は
本
庁
企
画
課
ま

た
は
海
山
総
合
支
所
総
務
室
で
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

※

③
・
④
に
つ
い
て
は
本
庁
税
務
課
ま

た
は
海
山
総
合
支
所
住
民
室
で
取
得

で
き
ま
す
。
取
得
の
際
は
手
数
料
が

か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先
】

本
庁
企
画
課

℡（
46
）
３
１
１
３

町からのおしらせ　～ Information ～

住
宅
改
修
を
10
万
円
ま
で
補
助

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
」
募
集

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
と
は

対象工事

対象外工事

１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
２

３

４
５
６
７
８

床、壁および天井の張り替えや塗装などの内装工事
建具、畳の取り替え（張り替え、表替えおよび裏返しを含む。）
屋根、外壁、雨どい、ベランダの改修工事（軒天井、破風板および鼻隠しに係る工事を含む。）
キッチン、浴室、洗面室およびトイレの工事（設備、器具は対象外）
給排水・電気・ガスの設備工事（設備本体は対象外）
手すりの設置・段差の解消（住宅内部に限る）
部屋の間仕切りの変更工事、廊下幅の拡張工事
造り付け収納家具に係る工事
その他本補助金の目的を達することができると町長が認めるもの

倉庫・車庫、庭・門・塀などの外構工事
新築、増築、解体工事
エアコン、キッチン設備、ＩＨヒーター、ガス器具、洗面台、灯具、ユニットバス、給湯器、ウォシュレット、
便器などの設備・器具
浄化槽設備の工事
シロアリ駆除、ハウスクリーニング
他の補助金の対象工事（対象となっていない箇所の工事は対象）
災害などにより損傷した箇所の復旧工事
その他本補助金の目的を達することができないと町長が認めるもの
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昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
木
造
住
宅
に
対
す
る
耐
震
化

補
助
制
度
を
ご
案
内
し
ま
す
。

※

各
補
助
金
の
交
付
に
は
、
事
前
の

申
請
が
必
要
で
す
。

◆
無
料
耐
震
診
断

　

町
と
委
託
契
約
を
結
ん
だ
木
造
住

宅
耐
震
診
断
講
習
会
を
修
了
し
た
建

築
の
専
門
家
が
、
無
料
で
耐
震
診
断

を
行
い
ま
す
。
申
請
者
と
日
程
調
整

の
上
、
現
地
調
査
を
行
い
、
後
日
、

診
断
結
果
と
改
修
が
必
要
な
場
合
の

概
算
工
事
費
を
お
伝
え
し
ま
す
。

対
象
住
宅

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

〇
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

　

さ
れ
た
木
造
住
宅

〇
階
数
３
階
以
下　

〇
延
べ
床
面
積
の
半
分
以
上
を
住
宅

　

と
し
て
使
用
し
て
い
る
も
の

〇
丸
太
組
工
法
、
大
臣
認
定
工
法
な

　

ど
の
特
殊
な
工
法
で
な
い
も
の

対
象

住
宅
所
有
者
ま
た
は
所
有
者
の
同
意

を
得
た
居
住
者

◆
耐
震
改
修
設
計
補
助

　

耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す
る
可

能
性
が
あ
る
」
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

を
「
一
応
倒
壊
し
な
い
」
基
準
の
住

宅
に
す
る
た
め
の
改
修
設
計
に
つ
い

て
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額

改
修
設
計
費
の
３
分
の
２

上
限
18
万
円

◆
耐
震
改
修
工
事
補
助

　

耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す
る
可

能
性
が
高
い
」
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

を
「
一
応
倒
壊
し
な
い
」
基
準
の
住

宅
に
す
る
た
め
の
改
修
工
事
に
つ
い

て
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
区
域

住
宅
の
戸
数
が
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た

り
10
戸
以
上
の
建
て
込
ん
だ
区
域

補
助
金
額

　

次
の
①
、②
、③
を
加
算
し
た
額
（
工

事
費
が
上
限
）
を
補
助
し
ま
す
。

①
国
補
助

工
事
費
の
５
分
の
２

上
限
50
万
円

②
町
・
県
補
助

工
事
費
の
３
分
の
２

上
限
50
万
円

③
町
内
建
設
業
者
が
施
工

20
万
円

◆
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
補
助

　

耐
震
改
修
工
事
と
同
時
に
実
施
す

る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
つ
い
て
補
助

し
ま
す
。

対
象
工
事

〇
住
宅
の
機
能
向
上
を
目
的
と
し
た

　

も
の

〇
県
内
に
本
店
、
支
店
、
営
業
所
を
有

　

す
る
建
設
業
者
が
施
工
す
る
こ
と

〇
他
の
補
助
金
、
介
護
保
険
な
ど
に

　

よ
る
給
付
を
受
け
な
い
こ
と

※

門
、
塀
な
ど
の
外
構
工
事
、
容
易

に
取
り
外
し
の
で
き
る
も
の
を
設
置

す
る
工
事
は
対
象
外

補
助
金
額

工
事
費
の
３
分
の
１

上
限
20
万
円

◆
解
体
工
事
補
助

　

耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す
る
可

能
性
が
高
い
」
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

の
解
体
工
事
に
つ
い
て
補
助
を
行
い

ま
す
。

補
助
対
象
区
域

住
宅
の
戸
数
が
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た

り
10
戸
以
上
の
建
て
込
ん
だ
区
域

補
助
金
額

工
事
費
の
23
％

上
限
20
万
７
千
円

　
　

申
請
受
付
期
間

５
月
23
日
（
月
）
〜
６
月
10
日
（
金
）

※

事
前
に
耐
震
診
断
を
受
診
し
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※

受
付
期
間
内
に
申
請
件
数
が
募
集

件
数
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
６
月
20

日
（
月
）
に
抽
選
を
行
い
ま
す
。

※

下
回
っ
た
場
合
は
先
着
順
で
随
時

募
集
と
し
ま
す
。

募
集
件
数　

10
件

提
出
書
類　
　

①
補
助
金
交
付
申
請
書　

②
耐
震
診
断
結
果
報
告
書

③
解
体
工
事
見
積
書

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
建
設
課　

℡（
46
）
３
１
２
０

※

申
し
込
み
は
、
本
庁
建
設
課
ま
た

は
海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

町からのおしらせ　～ Information ～

木
造
住
宅
の
耐
震
化
補
助
制
度
、
解
体
工
事
補
助
制
度
に
つ
い
て
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次
の
日
程
で
集
合
注
射
を
行
い
ま

す
。
お
送
り
し
た
通
知
は
が
き
を
持

参
の
上
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

（
は
が
き
が
な
い
場
合
で
も
注
射
は
可

能
で
す
）。

　

ま
た
、
集
合
注
射
に
都
合
が
合
わ

な
い
方
は
、
６
月
30
日
（
木
）
ま
で

に
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

※

４
月
中
に
は
が
き
が
届
か
な
か
っ

た
方
は
、
本
庁
環
境
管
理
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

会
場
で
の
か
み
つ
き
事
故
な
ど
は
、

全
て
飼
い
主
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

対
策
の
た
め
、
来
場
の
際
に
は
マ
ス

ク
の
着
用
や
列
に
並
ば
れ
る
際
は
十

分
な
間
隔
を
と
っ
て
い
た
だ
く
な
ど

の
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

注
射
料
金
（
１
頭
あ
た
り
）

３
，
４
０
０
円

（
注
射
済
票
交
付
手
数
料
を
含
む
）

◆
登
録
に
つ
い
て

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
は
生

涯
に
１
度
「
登
録
」
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
未
登
録
の
犬
を
飼
わ

れ
て
い
る
方
は
、
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。（
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着

し
て
い
る
場
合
で
も
登
録
は
必
要
で

す
。）

登
録
受
付
場
所

〇
本
庁
環
境
管
理
課

〇
海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

〇
は
っ
と
り
動
物
病
院

〇
お
わ
せ
動
物
ク
リ
ニ
ッ
ク

※

住
所
や
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き
、

犬
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
本
庁
環
境

管
理
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

手
数
料
（
１
頭
あ
た
り
）

新
規
登
録　
　
　
　

  

３
，
０
０
０
円

鑑
札
再
交
付　
　
　

  

１
，
６
０
０
円

犬
の
転
入　

無
料（
登
録
済
み
の
場
合
）

届
出
内
容
変
更　
　
　
　
　
　

  

無
料

◆
守
り
ま
し
ょ
う
！
飼
い
主
の
マ

ナ
ー

【
適
切
な
し
つ
け
を
】
か
み
癖
、
無
駄

ぼ
え
な
ど
の
問
題
行
動
は
、
飼
い
主

の
責
任
に
な
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を

防
止
す
る
た
め
に
も
、
愛
情
を
も
っ

て
し
つ
け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
フ
ン
の
始
末
は
確
実
に
】
飼
い
主
の

敷
地
外
で
フ
ン
を
し
た
と
き
は
、
必

ず
回
収
し
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

【
放
し
飼
い
は
禁
止
で
す
】
犬
を
散
歩

さ
せ
る
と
き
は
リ
ー
ド
（
引
き
綱
）

で
つ
な
ぎ
、
制
御
の
で
き
る
方
が
行

い
ま
し
ょ
う
。
柵
な
ど
で
囲
ま
れ
た

飼
い
主
の
敷
地
内
や
室
内
な
ど
は
例

外
で
す
が
、
人
に
危
害
や
迷
惑
を
か

け
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
で
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
繁
殖
を
望
ま
な
い
と
き
は
不
妊
・
去

勢
手
術
を
】
望
ま
な
い
妊
娠
を
避
け

ら
れ
る
ほ
か
、
一
部
の
病
気
や
問
題

行
動
の
予
防
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
犬
が
逃
げ
た
ら
連
絡
を
】
万
が
一
飼

い
犬
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
保
健
所
、
警
察
署
、
本
庁
環

境
管
理
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
登

録
時
に
お
渡
し
す
る
鑑
札
を
首
輪
に

つ
け
て
お
く
と
、
見
つ
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

尾
鷲
警
察
署　

℡（
25
）
０
１
１
０

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
環
境
管
理
課

℡（
46
）
３
１
２
１

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
32
）
３
９
０
４

尾
鷲
保
健
所

℡（
23
）
３
４
６
１

町からのおしらせ　～ Information ～

狂
犬
病
予
防
注
射

と
犬
の
正
し
い

飼
い
方
に
つ
い
て

【【 

海
山
地
区

海
山
地
区 

】
５
月
11
日
（
水
）

【 

紀
伊
長
島
地
区

紀
伊
長
島
地
区 

】
５
月
12
日
（
木
）

9:00

9:30

9:50

10:00

10:20

10:30

10:50

11:00

11:15

11:25

11:40

11:55

12:10

12:30

9:00

9:15

9:25

9:40

9:50

10:10

10:25

10:40

10:50

11:20

11:35

11:55

13:30

13:45

13:55

14:20

9:15

9:45

9:55

10:15

10:25

10:40

10:55

11:10

11:20

11:30

11:50

12:05

12:25

12:35

9:10

9:20

9:35

9:45

10:00

10:20

10:35

10:45

11:15

11:30

11:45

12:10

13:35

13:50

14:10

14:35

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

海山体育館

島勝漁村センター

白浦集会所

矢口浦集会所

長浜集会所

引本会館

汐見集会所

コミュニティセンター相賀

小山浦集会所

便ノ山多目的集会施設

船津集会所

新田多目的集会施設

上里福祉会館

馬瀬多目的集会施設

三浦会館

道瀬集会所

自然休養村管理センター（古里）

コミュニティセンター海野会館

中ノ島会館

長島多目的会館

呼崎集会所

片上 2区集会所

東長島公民館

山本集会所

田山集会所

出垣内集会所

此ヶ野集会所

大原集会所

中桐会館

志子奥集会所

令和４年度

狂犬病予防注射実施日程表 必
ず
受
け
て
！

狂
犬
病
予
防
注
射
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５
月
30
日
（
月
）（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）

か
ら
６
月
５
日
（
日
）（
環
境
の
日
）

ま
で
の
１
週
間
は
、『
全
国
ご
み
不
法

投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
』
で
、
全
国
一

斉
に
不
法
投
棄
を
防
止
す
る
取
り
組

み
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
強
化

し
ま
す
の
で
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
不
法
投
棄
を
防
止
で
き
る
よ
う
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

　

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
，
０

０
０
万
円
（
法
人
の
場
合
は
３
億
円
）

以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

◆
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
！

　

５
月
30
日
か
ら
６
月
５
日
ま
で
の

１
週
間
は
『
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
週
間
』
で
も
あ
り
ま
す
。
３

Ｒ
と
い
わ
れ
る
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生

抑
制
）、
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）、
リ

サ
イ
ク
ル
（
再
資
源
化
）
を
実
行
し
、

ご
み
を
減
ら
し
て
資
源
や
物
を
た
い

せ
つ
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
環
境
管
理
課

℡（
46
）
３
１
２
１

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
32
）
３
９
０
４

　

紀
北
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
脳

ド
ッ
ク
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
受
診

を
希
望
さ
れ
る
方
は
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

　

脳
ド
ッ
ク
検
診
は
、「
認
知
症
」
の

原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
「
脳
動

脈
硬
化
」
や
自
覚
症
状
の
な
い
「
脳

梗
塞
」
の
発
見
、
ま
た
、「
脳
卒
中
」

や
「
く
も
膜
下
出
血
」
の
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。「
認
知
症
」
は
早
期
治

療
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
程
度
を
軽

く
し
た
り
、
進
行
を
遅
く
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

募
集
対
象

紀
北
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
お
り
、
次
の
全
て
の
項
目
に
該
当

す
る
方

①
35
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
（
令
和

４
年
10
月
31
日
現
在
）

②
過
年
度
分
保
険
料
に
滞
納
が
な
い

世
帯
の
方

③
令
和
２
年
度
お
よ
び
令
和
３
年
度

に
脳
ド
ッ
ク
検
診
を
受
診
し
て
い
な

い
方

※

体
内
に
電
子
電
気
部
品
を
装
着
さ

れ
て
い
る
方
や
安
全
の
確
認
が
で
き

な
い
体
内
金
属
が
あ
る
方
、
妊
娠
中

ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
方
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

受
診
期
間

７
月
１
日
（
金
）
〜
10
月
31
日
（
月
）

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

募
集
定
員

各
月
20
名　

計
80
名

※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

※

結
果
は
６
月
初
旬
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
方
法

　

下
記
の
応
募
は
が
き
記
入
例
を
参

考
に
官
製
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
め
切
り

５
月
23
日
（
月
）
役
場
必
着

検
査
内
容

M
R
I
（
頭
部
の
断
面
図
）

M
R
A
（
頭
部
と
頸
部
の
血
液
の
流

れ
）

検
査
機
関

尾
鷲
総
合
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

自
己
負
担
金

７
，
２
２
０
円

（
２
４
，
０
６
８
円×

30
％
）

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
住
民
課

℡（
46
）
３
１
１
７

町からのおしらせ　～ Information ～

① 脳ドック希望

② 受診希望月（○月）

③ 住所

④ 氏名＋フリガナ

⑤ 性別

⑥ 生年月日

⑦ 電話番号

⑧ 国保被保険者証記号番号

⑨ 尾鷲総合病院診察券番号

（
お
も
て
）

（
う
ら
）

※⑨尾鷲総合病院の診察券をお持ちの方のみ記入
※②受診希望月は 7月から10月までのいずれかを記入

紀北町役場住民課
国保・年金係　行

紀北町東長島
769番地1

〒519-3292

令
和
４
年
度
脳
ド
ッ
ク
検
診
に
つ
い
て

け
い
ぶ

応
募
は
が
き
記
入
例

全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視

ウ
ィ
ー
ク
と
ご
み
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
週
間
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▷募集人員

▷応募資格

　〇3大都市圏内の都市地域ならびに札幌市、仙台市、新

　潟市、相模原市、静岡市、浜松市、京都市、岡山市、広島市、

　北九州市、福岡市および熊本市のうち条件不利区域以外

　の区域に生活の拠点を置く方で、委嘱期間中紀北町内に

　住民票を移して生活できる方

　〇任期終了後、紀北町において、定住、起業・継業に意

　欲のある方

　※その他、普通自動車運転免許を所有、基礎的なパソコ

　ン操作ができることなど

▷採用予定月

　9月　※着任時期については、相談に応じます。

▷任期

　採用の日～令和 5年３月 31 日

　※活動状況や実績などにより、最長３年まで延長可

▷受付期間

　5月 2日（月）～ 31 日（火）

※詳しい活動内容や応募資格などは、町ホームページをご

覧ください。

紀北町地域おこし協力隊
募集のおしらせ

問い合わせ・申し込み　本庁企画課　℡（46）3113

募集

▷応募資格

　町内在住の方

▷内容

　毎週火曜日午前9時30分から正午ごろまで（株）ZTV　スタジオ

　（尾鷲市）にて収録

　行政放送番組「ふるさと紀北町」の町民アナウンサーを募集します。

　アナウンサーに興味のある方はお問い合わせください。

行政放送番組「ふるさと紀北町」の
町民アナウンサー募集のおしらせ募集

活動内容

きほくと都市部のつながりづくり

紀北町の魅力発信、動画クリエイター

紀北町移住定住コーディネーター

募集人数

1 名

1 名

1名

都市部にお住まいのご家族や
お知り合いに興味をお持ちの方がいらしたら

ぜひこの情報をご紹介ください !

地域おこし協力隊制度とは？

　総務省の制度で、１～３年以下という決まった期間、都市部の人材が「地域おこし協力隊員」として地方に移住し、

地方公共団体の委嘱を受け地域の問題解決や発展のための活動を行いながらその地域への定住・定着を図る取り

組みです。
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● 自主返納に関する問い合わせ　本庁危機管理課　　　℡（46）3114
● えがお・公共交通に関する問い合わせ　本庁企画課　℡（46）3113

「運転は不安だけど車がないと不便になる…」そんな方に
紀北町では運転免許証を自主返納しても安心して暮らせるサービスが始まっています。

〇町に申請すると、運転経歴証明書の発行手数料
　全額を助成！
〇町に申請すると、運転経歴証明書の発行手数料
　全額を助成！

〇いこかバス、路線バスの運賃が
　半額になります！
〇いこかバス、路線バスの運賃が
　半額になります！

〇運転免許証返納者専用定期券「セーフティパ
　ス」（１カ月乗り放題5,000円）が買える！
〇運転免許証返納者専用定期券「セーフティパ
　ス」（１カ月乗り放題5,000円）が買える！

〇紀北町おでかけ応援サービス「えがお」の初乗り利用券
　6回分（3,600円相当）をプレゼント！
〇紀北町おでかけ応援サービス「えがお」の初乗り利用券
　6回分（3,600円相当）をプレゼント！

自主返納
でお得 !

バス運賃
がお得 !

タクシーみたいに便利！
安くて安心、町内のおでかけは「えがお」におまかせ！

タクシーみたいに便利！
安くて安心、町内のおでかけは「えがお」におまかせ！

◆ 料金　初乗り 10 分 600 円（10分を超えると1分ごとに100 円加算）
◆ 運行時間　午前 7時～午後 8時（午前 7時～ 8時 30 分・午後 5時 30 分～ 8時の利用は前日までに要予約）

「えがお」のご利用方法

　　※運転手は乗り降りなどの介助をすることができません。
　　※お手伝いを必要とする方は福祉タクシーをご利用ください。

【 受付時間 】
午前 8時 20 分～午後 5時

配車センターに電話

℡ 090-7673-3894

（1週間先まで予約可）

情報の確認

氏名やご希望のお迎え
時間・場所などを伝える

予約の完了！

ご希望の時間・場所へ
「えがお」がお迎えに
まいります

えがお

※運転経歴証明書の提示が必要です。
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光
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・
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司
連
盟
会
長
表
彰

（
中
部
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
）

鬼
頭　

孝
義
（
東
長
島
）

牧
野　

正
人
（
矢
口
浦
）

○
津
保
護
観
察
所
長
表
彰
（
津
保
護

観
察
所
長
）

玉
津　

勲
哉
（
相
賀
）

【
消
防
団
関
係
】

○
功
績
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２
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２
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３
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３
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潮
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１
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２
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２
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町からのおしらせ　～ Information ～
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Kihoku PlaybackNews
&

Topics まちの話題

卒園式

　令和 3 年度の卒園式が紀伊長島幼稚園で行われました。園児は保育証書を受け取るとうれしそうに保護者に渡して

いました。

3/23　紀伊長島幼稚園

ラ・フェスタ  プリマベラ 2022
4/17　道の駅紀伊長島マンボウ

　年代物の名車が愛知県から紀伊半島・淡路島を通り、

京都まで走るラ・フェスタ プリマべラ2022が開催され

ました。紀北町は道の駅紀伊長島マンボウがチェックポ

イントになっており、駐車場には普段は見ることがない

貴重な車が並びました。

入退団式
4/9　海山公民館

　紀北町消防団の令和 4 年度入退団式が執り行われまし

た。
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　令和４年度の入園・入学式が幼稚園、各小・中学校で行われました。　令和４年度の入園・入学式が幼稚園、各小・中学校で行われました。

三船中学校

三浦小学校

赤羽中学校

上里小学校

紀伊長島幼稚園
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紀
北
町
民
と
四
條
畷
市
民
の
交
流

を
促
進
し
、
親
睦
を
深
め
る
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通
し
て
の

交
流
事
業
に
対
し
て
必
要
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額　

上
限
20
万
円
／
団
体

補
助
件
数

１
件
程
度
（
予
算
20
万
円
の
範
囲
内
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
企
画
課

℡（
46
）
３
１
１
３

　

１
チ
ー
ム
３
人
で
１
２
３
日
間
の

無
事
故
・
無
違
反
に
挑
戦
す
る
「
横

断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
！
無
事
故
・

無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
２
３
」
の
募

集
を
行
い
ま
す
。
達
成
チ
ー
ム
の
中

か
ら
抽
選
で
、
特
賞
（
30
万
円
分
ト

ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
）
の
ほ
か
多
数
の

賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
３
名
の
う
ち
、
65
歳
以
上

の
方
を
２
名
以
上
含
ん
だ
シ
ル
バ
ー

チ
ー
ム
に
は
、
さ
ら
に
抽
選
で
シ
ル

バ
ー
特
別
賞
（
６
万
円
分
ト
ラ
ベ
ル

ギ
フ
ト
券
）
な
ど
も
当
た
り
ま
す
。

※

共
通
賞
品
と
の
重
複
当
選
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
、
本
庁
危
機
管
理
課
、
海
山

総
合
支
所
総
務
室
、
各
警
察
署
交
通

課
、
各
地
区
交
通
安
全
協
会
、
各
地
域

活
性
化
局
、
三
重
県
環
境
生
活
部
く
ら

し
・
交
通
安
全
課
な
ど
で
配
布
の
チ
ラ

シ
・
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

５
月
１
日
（
日
）
〜
６
月
30
日
（
木
）

参
加
費

１
チ
ー
ム
３
千
円
（
１
人
千
円
）

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
環
境
生
活
部
く
ら
し
・
交
通

安
全
課

℡
０
５
９
（
２
２
４
）
２
４
１
０

　

３
月
25
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
た

令
和
４
年
第
１
回
紀
北
広
域
連
合
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
紀
北
広
域
連

合
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
、
谷
口

房
夫
氏
お
よ
び
藤
原
規
美
子
氏
が
、

紀
北
広
域
連
合
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
補
充
員
に
、
畑
内
義
規
氏
お
よ
び

倉
﨑
路
易
子
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
条
例
改
正
３
議
案
、
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
等
の
補
正
予
算

２
議
案
が
可
決
さ
れ
、
令
和
４
年
度

一
般
会
計
な
ど
の
当
初
予
算
４
議
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
広
域
連
合

℡（
35
）
０
８
８
８

　

県
営
都
市
公
園
熊
野
灘
臨
海
公
園

内
の
古
瀬
川
プ
ー
ル
（
通
称
：
孫
太

郎
プ
ー
ル
）
は
夏
季
（
７
月
〜
８
月
）

の
期
間
、
地
域
・
県
内
の
方
々
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
開
業
か
ら
40
年
以
上
が
経
過
し
、

施
設
・
設
備
が
老
朽
化
し
て
い
る
た

め
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
安
全
確
保

が
困
難
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
令
和

４
年
の
プ
ー
ル
営
業
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
隣
接
の
城
ノ
浜
海
水
浴
場

は
従
来
ど
お
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

尾
鷲
建
設
事
務
所
管
理
課

℡（
23
）
３
５
２
７

紀
伊
長
島
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都
市

開
発
株
式
会
社

℡（
47
）
５
３
７
１

　

左
記
の
日
程
で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
概
要
説
明
と
登
録
申
請
書
な
ど

の
提
出
を
希
望
す
る
方
に
そ
の
手
続

き
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
31
日
（
火
）

　
　
　

６
月
17
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

場
所　

尾
鷲
税
務
署

（
尾
鷲
市
末
広
町
１
番
30
号
）

定
員　

各
８
名
（
要
予
約
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

尾
鷲
税
務
署
個
人
課
税
部
門

℡（
22
）
２
２
２
２

（
自
動
音
声
に
従
っ
て
「
２
」
を
選
択

し
、
職
員
が
出
た
ら
内
線
32
と
お
伝

え
く
だ
さ
い
）

「
横
断
歩
道
は
歩
行
者

優
先
！
無
事
故
・

無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ

１
２
３
」
参
加
者
募
集

募 

集

三
重
県
環
境
生
活
部

紀
北
広
域
連
合

紀
北
広
域
連
合

議
会
報
告

孫
太
郎
プ
ー
ル
の

運
営
休
止
に
つ
い
て

尾
鷲
建
設
事
務
所

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

登
録
申
請
相
談
会

尾
鷲
税
務
署

「
友
好
都
市
」

四
條
畷
市
民
と
の

交
流
支
援

お
し
ら
せ

企
画
課
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ち
ょ
い
減
ら
し+

10
と
は
？

けんこうの広場

プ
ラ
ス・
テ
ン

プ
ラ
ス・
テ
ン

プ
ラ
ス・
テ
ン

プ
ラ
ス
・
テ
ン

プ
ラ
ス
・
テ
ン

プ
ラ
ス・
テ
ン

プ
ラ
ス・テ
ン

　

町
で
は
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
を

送
る
た
め
に
「
ち
ょ
い
減
ら
し+
10
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
実
践
す
る
た
め
、
平
成
28

年
度
か
ら
「
ち
ょ
い
減
ら
し+

10
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、「
ち
ょ
っ
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
ず
っ
と
健
康
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、
自
分
に
合
っ
た

目
標
を
コ
ツ
コ
ツ
実
践
す
る
こ
と
で

無
理
な
く
気
軽
に
健
康
づ
く
り
を
行

う
も
の
で
す
。　
　

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
健
康
の
維

持
・
増
進
の
た
め
に
、
と
り
す
ぎ
て

い
る
「
塩
分
」、「
糖
分
」、「
カ
ロ
リ
ー
」、

「
ア
ル
コ
ー
ル
」
な
ど
を
少
し
減
ら
し

て
、
い
つ
も
よ
り
10
分
多
く
体
を
動

か
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
例

〇
麺
類
の
汁
は
半
分
残
す
。

〇
１
日
30
分
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
。

〇
休
肝
日
を
週
２
日
に
す
る
。

　

今
年
度
も
２
回
に
分
け
て
開
催
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
30
ポ
イ
ン
ト
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
第
１
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
】

５
月
１
日
（
日
）
〜
７
月
31
日
（
日
）

【
第
２
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
】

11
月
１
日
（
火
）
〜
令
和
５
年
１
月

31
日
（
火
）

※

取
り
組
み
方
法
の
詳
細
は
、「
ち
ょ

い
減
ら
し
＋
10
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

チ
ラ
シ
は
、
本
庁
福
祉
保
健
課
ま

た
は
海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
記
念
品
を
ゲ
ッ
ト
！

　

30
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
っ
た
ら
参
加

記
念
品
の
交
換
に
応
募
で
き
ま
す
。

〇
応
募
者
全
員
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ

オ
ル
」
と
「
三
重
と
こ
わ
か
健
康
応

援
カ
ー
ド
」

〇
さ
ら
に
抽
選
で
各
回
合
計
１
０
０

名
様
に
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
な
ど
の

す
て
き
な
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

今
年
度
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
に

よ
り
楽
し
ん
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
記
念
品
の
種
類
を
増

や
し
ま
し
た
！

◆「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
の
、
取
り
組
み
事
業
所
の
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
！

　

従
業
員
な
ど
の
健
康
の
保
持
、
増

進
へ
の
取
り
組
み
は
、
単
に
医
療
費

の
節
減
の
み
で
な
く
、
活
力
や
生
産

性
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

町
内
の
67
事
業
所
が
健
康
に
向
け

た
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

従
業
員
５
名
以
上
の
事
業
所
で
登

録
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度

﹁
ち
Ỹ
い
減
ら
し+

10 

３
か
⽉
チ
ἀ
レ
ン
ジ
﹂

が
始
ま
り
ま
す
！

　

喫
煙
者
が

吸
っ
て
い
る

煙
だ
け
で
は

な
く
、
た
ば

こ
か
ら
立
ち

昇
る
煙
や
喫
煙
者
が
吐
き
出
す
煙
に

も
、
ニ
コ
チ
ン
や
タ
ー
ル
な
ど
の
有

害
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
本
人
は

喫
煙
し
な
く
て
も
身
の
回
り
の
た
ば

こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

を
受
動
喫
煙
と
い
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
た
ば
こ
の
煙
に
含
ま

れ
る
有
害
物
質
が
、
喫
煙
者
の
髪
の

毛
・
衣
類
・
部
屋
（
車
内
）
の
ソ
フ
ァ

な
ど
に
染
み
込
ん
だ
後
、
揮
発
し
浮

遊
す
る
も
の
を
吸
い
込
む
「
三
次
喫

煙
」
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
へ
の
影
響

　

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
）
発
症
の
危
険
因
子
と
も
い
わ
れ

て
お
り
、
ほ
か
に
、
肺
炎
・
気
管
支
炎
・

気
管
支
ぜ
ん
そ
く
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

禁
煙
の
効
果

〇
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
多

く
の
病
気
の
リ
ス
ク
が
低
下

〇「
せ
き
」
や
「
た
ん
」
な
ど
の
呼
吸

器
症
状
の
改
善

〇
味
覚
、
嗅
覚
の
改
善

〇
免
疫
力
の
回
復　

な
ど

ご
存
じ
で
す
か
？

「
三
次
喫
煙
」
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けんこうの広場

けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課（℡46-3122）
または海山総合支所福祉環境室（℡32-3904）までお願いします。

　昭和 47 年 4 月 2日から昭和 54 年 4 月1日生まれの

男性を対象にした風しんの追加的対策事業は、国の方

針により、令和7年 3 月 31日まで延長されました。

　そこで、令和３年度までにクーポン券を使用して風

しん抗体検査・予防接種を受けていないと思われる方

に期間を延長した新しい無料クーポン券を送付させて

いただきます。

　このクーポン券は、風しん抗体検査（1 回）・予防接

種（抗体のない方のみ 1 回）が公費で受けられます。

　まだ、クーポン券を使用されていない方は、この機会

にまずは抗体検査を受検ください。なお、詳しい内容

は、4 月に送付した案内をご確認ください。

風しん抗体検査および予防接種の期間の延長について

Information 町内の「 健康 」に関するイベントや、最新情報をお届けします！

５月の健康カレンダー

か と う 小 児 科

火・祝

日

日

日

5/3

5/15

5/22

6/5

月日 曜日 病　院　名

℡47-3341

電　　話

紀北医師会休日診療当番表

お子さまのイベント

● 離乳食教室
日時： 5 月 18 日（水）午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分
場所：東長島公民館
申し込み：5 月 11 日 （水）まで
持ち物：筆記用具
※調理実習、試食は行わず、講話とデモンストレーション形
式の教室となります。

お父さんお母さんのイベント

問い合わせ

診療時間　午前９時～午後５時
※受診希望の方は、事前に電話でご連絡ください。
※日程や時間は変更がある場合がありますので
ご注意ください。

●詳しくは、救急医療情報システム
（℡ 059-229-1199）にお問い合わせください。

こころの健康相談

日時・場所　ご相談に応じます。
対象　こころの健康に関する悩みを持つ方やご家族

※上記以外は、尾鷲総合病院で対応します。

● すくすく子育て相談
日時： 5 月 11 日（水）午前 10 時～10 時 30 分
場所：東長島公民館
申し込み：不要
内容：子育てに関する各種相談、身体計測
持ち物：母子健康手帳

　町では幼児健診を実施しています。日程は下表のとおりです。
　対象者には健診日の約 3 週間前に通知を郵送しますので、忘れずに受診をお願いします。

幼児健診のおしらせ

令和 4 年度 幼児健診年間日程  (1 歳 6カ月児健診・2 歳 6カ月児歯科健診・3 歳 6カ月児健診）

1

4

2

5

3

6

令和4年 4 月 14日（木）　済

10 月 13 日（木）

6 月 9日（木）

12 月 8 日（木）

8 月 18日（木）

令和 5 年 2 月 9 日（木）
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5 月の新刊案内図書室だより

海山図書室から 紀伊長島図書室から

「図書名」/著者名

■一般図書
「風の港」/ 村山早紀
「コールセンターもしもし日記」/ 吉川徹
「一晩置いたカレーはなぜおいしいのか」/ 稲垣栄洋
「ミウラさんの友達」/ 益田ミリ
■児童図書

「火星のライオン」/ ジェニファー・L・ホルム
「みんなとおなじくできないよ 障がいのあるおとうとと
ボクのはなし」/ 湯浅正太

「カイマンのクロ 人とくらしたワニ」
　　　　　　　　　　/ マリア・エウヘニア・マンリケ

「さかながはねて」/ 中川ひろたか

KIHOKU TOWN LIBRARY

「図書名」/著者名

■一般図書
「燕は戻ってこない」/ 桐野夏生
「あなたのための短歌集」/ 木下龍也
「マジックに出会ってぼくは生まれた －野生のマジシャ
ンＨＡＲＡ物語－」/ 涌井学
■児童図書

「こいのぼりセブン」/ もとしたいづみ
「おしりじまん」/ 齋藤槙
「四つ子ぐらし (11) 転校生はいとこでアイドル !?」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 / ひのひまり

「香君（上・下）」
上橋菜穂子

香君という女性が人々を飢餓から救った
伝説の残るウマール帝国。あるとき神郷
からもたらされたという奇跡の稲、オアレ
稲に虫害が発生してしまう。人並外れた嗅
覚をもつ少女アイシャは、やがて、オアレ
稲に秘められた謎と向き合っていく。

「夏の体温」
瀬尾まいこ

ビターな思いをじんわりと温かく包
みこむ、瀬尾ワールドの真骨頂！入
院中の小学生男子の絆、悩みを抱え
た大学生男女のリスタート、転校先
の中学での新たな一歩…。「出会い」
がもたらす「奇跡」を描いた3編。

「健康づくり・運動の図書」展示中 「よみきかせの会」

● 海山図書室・紀伊長島図書室
　   【開室時間】火～金曜日 /午前９時～午後６時　土・日曜日 /午前９時～午後５時　※正午～午後１時閉室
　   【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

※返却期限を過ぎている本をお持ちの方は、返却をお願いします。
【問い合わせ】　海山図書室  ℡ 32-3915 ／ 紀伊長島図書室  ℡ 47- 3906

図書室では健康づくりや運動の図書を集めた
コーナーを常設しています。
山歩きやヨガ、ストレッチなど趣味を兼ねた運
動の入門書など各種展示中です。
運動には体力づくりのほかストレス解消効果も
あり、環境の変化などで気が重いときの気分転
換にも最適です。
健康づくりやストレス発散を意識した活動を始
めるきっかけにまずは図書室へお越しください。

日時　5月 21 日（土）
　　　午前10時 30分～
場所　海山図書室
えほんのよみきかせを
します。
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戸籍の窓
【令和4年3月1日～31日受付分】

（敬称略）
本人または、親族の方の了承を得て掲載しています。

【
令
和
4
年
３
月
1
日
〜
31
日
受
付
分
】

善
意
を
あ
り
が
と
う

〜
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〜

（
敬
称
略
）

東
長
島　

石
倉
倭
文
子　
　
　

三
万
円

相　

賀　

宮
本　
　

幸　
　
　

三
万
円

尾
鷲
市　

池
地　

英
樹　
　
　

二
万
円

三
重
県
退
職
公
務
員
連
盟
紀
北
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
千
円

東
長
島　

石
倉
倭
文
子　
　
　

三
万
円

相　

賀　

宮
本　
　

幸　
　
　

三
万
円

尾
鷲
市　

池
地　

英
樹　
　
　

二
万
円

三
重
県
退
職
公
務
員
連
盟
紀
北
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
千
円

お
誕
生
お
め
で
と
う  

住　

所　

子
の
名
前　
　

 

保
護
者

相　

賀　

貴
田　

希
愛　

 

涼

住　

所　

氏　

名　
　
　

 （
年
齢
）

長　

島　

南
部
ふ
く
み　

 （
96
歳
）

島　

原　

東　
　

晴
也　

 （
96
歳
）

海　

野　

井
谷　
　

守　

 （
90
歳
）

長　

島　

東　
　

ち
よ　

 （
92
歳
）

長　

島　

上
野　

重
郎　

 （
80
歳
）

東
長
島　

西
田　
　

稔 　
（
85
歳
）

長　

島　

南
部　

み
さ 　
（
96
歳
）

東
長
島　

吹
上　

榮
作　

 （
82
歳
）

白　

浦　

濵
田　

優
子 　
（
82
歳
）

引
本
浦　

森
本　
　

巖　

 （
74
歳
）

白　

浦　

池
地　

昭
代　

 （
90
歳
）

中　

里　

松
永　

浩
次　

 （
84
歳
）

便
ノ
山　

直
江　

眞
澄　

 （
84
歳
）

引
本
浦　

向
井　

史
惠　

 （
73
歳
）

相　

賀　

山
口　

ト
ミ　

 （
79
歳
）

島
勝
浦　

民
部
真
樹
世 　
（
66
歳
）

引
本
浦　

奥
村
喜
久
子 　
（
75
歳
）

相　

賀　

大
植　
　

仁 　
（
89
歳
）

【
２
月
届
け
出
】

船　

津　

小
倉　

英
明 　
（
83
歳
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

　弁護士による無料法律相談を次のとおり 2会
場にて開催します。困り事、争い事の法律的な
ご相談をお受けします。秘密は厳守します。お
気軽にご相談ください。

※相談時間は１名30 分以内で、定員は各場所５
名です。相談を希望される方は、前日までにご
予約をお願いします。
※同一内容での相談は原則 1回限りです。
※キャンセルされる場合は前日までにご連絡く
ださい。
※紀北町を訴訟相手とする場合、相談内容が訴
訟中で、現在裁判所で審理中の場合、当事者間
に係争がある場合の双方同時の相談は原則とし
て利用できません。
【問い合わせ・申し込み】　
本庁住民課　℡46-3117

　平日、役場開庁時間内の来庁が難しい方への
対応として、マイナンバーカード申請などの時
間外の事務を実施します。
● 夜間窓口（午後 5時 15 分～ 7時）
5 月 11 日（水）本庁住民課
5月 18 日（水）海山総合支所住民室
5月 25 日（水）本庁住民課
● 休日窓口（午前 9時～正午）
5 月   8 日（日）海山総合支所住民室
5月 29 日（日）本庁住民課
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため予約
をお願いします。
※申請時に本人確認書類などが必要です。

【問い合わせ】
本庁住民課　℡46-3117
海山総合支所住民室　℡32-3902

日 程 時 間 場 所

午前10時30分～正午

午後1時～2時
社会福祉会館

1階

生涯学習センター
2階

午後2時30分～5時

5月
18日（水）

無料法律相談（予約制）

夜間、休日マイナンバーカード
申請・交付などの窓口（予約制）
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TEL 0597  (46)  3113　
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（
直
通
）
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直
通
）

にじいろスマイル満１歳笑顔満１歳笑顔

　島勝大敷に今年もブリがやってきました。偶然にも昨年と全く同じ日

に約4000本のブリが水揚げされ島勝の町が活気に溢れました。

　以降大漁の日が毎日のように続き、4 月21日時点で約10万本の水揚

げとなり近年ではまれにみる大漁の年となっています。

　島勝大敷のブリは島勝魚市場で水揚げされますがあまりの大漁のた

め今年は長島魚市場にも水揚げされました。

やっぱりええやん ! きほく

令和 3年5月 10 日生まれ

ひな君１歳おめでとう☆心優しく温かい
器の大きな子に育ってね！

＜相賀＞淳・留奈さん

家崎　暖大くん
ひなた

檀上　ほのかちゃん

令和 3年5月 25 日生まれ

１歳おめでとう♡お姉ちゃんと仲良く元
気いっぱい大きくなってね♪

＜長島＞公平・奈津実さん

德田　杜和くん

令和 3年5月 19 日生まれ

ボツボツしゃもじを握りしめて、ワンオ
ペ育児で元気に育ってくれています♪

＜東長島＞臣生・亜耶さん

とわ

　「にじいろスマイル」のコーナーに掲載希望の方は、誕生月の前月の10日ま
でに本庁企画課広報係または、海山総合支所総務室までお申し込みください。
　右の QR コードからも申し込みできます。
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